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くらしの危険

見守り新鮮情報

埼玉県マスコット

「コバトン」
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　21年前、長男が学生時代に横浜で６年間居住した賃借アパートで起きた出来
事です。
学業の実験レポートやテニスに明け暮れる充実した学生生活を送ることがで
き、また、当時は就職氷河期でしたが何とか就職もかない、親としての役割を
ギリギリ果たせたかなと、安堵していました。アパートで自炊する時間も無く
過ごした息子の部屋は、小ぎれいに使用していたと思われました。

　さて、賃貸アパートを退去するため軽トラックをレンタルし、埼玉の居宅に
引っ越しを済ませた翌日のことです。不動産会社から届いた郵便は、部屋のク
リーニング代としての10万円の請求書でした。契約書には、借主が負担するこ
とが、特約でしっかりと記載されていました。
　私は、営業職が長く交渉力には自信を持っていましたので、不動産会社に強
力に抵抗しました。しかし、その自信は過信でした。敷金は全額取り返すこと
ができましたが、部屋のクリーニング代は７万円の負担での合意が精一杯でし
た。
　
　その当時、国土交通省の賃貸住宅退去時の『原状回復をめぐるトラブルとガ
イドライン』の存在を知っていれば、結果はまた違ったのでは？と今でも思い
ます。
　『ガイドライン』には、貸主が負担すべき費用と借主が負担すべき負担につ
いて、図表を用い詳細にわたり、説明されています。例えば畳表・クロスの汚
れ等、経年劣化による修復費用は貸主の負担であることが明記されています。
　市民の皆様にはぜひ、『ガイドライン』を一読していただきたいと切に思い
ます。
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　とある日の夕刻、我が家のインターホンが鳴り、通話ボタンを押すと、「近所で工事をし
ているので挨拶に来ました」と話す作業服を着た男性の姿がモニターに映っていました。こ
れは消費生活相談員の現場でよく耳にする、悪質なリフォーム工事業者が勧誘する際の第一
声ではないか！と、ちょっとした有名人に遭遇した気分になりました。

　その時は業者の挨拶には応答せず無視してしまったので勧誘が目的の訪問だったのかは分
かりませんが、近所で工事など行われていなかったことは確かです。もし本当にリフォーム
勧誘が目的の訪問だったとしたら、特定商取引法違反が疑われる勧誘方法です。そのような
業者とは話をすること自体避けるべきです。
　
　挨拶に来たと言いながら、お宅の屋根が気になったなどとリフォーム工事の話をしだした
ら、出来るだけ早い段階で「勧誘でしたらお断りします」ときっぱり伝える必要がありま
す。一方で、消費生活センターへ相談された方の多くが、ただの挨拶だと思って油断し、思
わず業者の話に耳を傾け契約に至ってしまうというのも分かるような気がしました。

　“思わず”とか、“ついうっかり”などということは誰にでもあることで、“自分は大丈
夫”と思って油断していると、思わぬトラブルに巻き込まれる可能性があることを実感した
出来事でした。
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